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第Ⅲ章 魚がのぼりやすい川づくりの進め方と事例 

 
 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ-1 魚がのぼりやすい川づくりの実施フロー 

魚がのぼりやすい川づくりは、概ね下記の実施フローに沿って進める。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

魚魚ががののぼぼりりややすすいい川川づづくくりりのの実実施施フフロローー  

①事前調査

②計画策定

④施 工

③設 計

⑤維持管理

⑥施設の活用

⑦効果の評価

⑧適応的管理

既存資料の収集整理、ヒアリ
ング調査 

目標の設定、課題の整理、整
備計画、予算措置、効果予測
と影響予測、委員会の実施 
 

基本方針の検討、情報収集、
具体的設計 

設計者との連絡・調整、環境
への配慮、コスト縮減 

施設の運用、メンテナンス、
施設の修復 

環境学習、調査研究 
 

個別施設の評価、流域を見渡
した全体評価 

課題の抽出・整理、対象施設
の追加改善、他事業への反映

関
係
諸
機
関
と
の
調
整 

学
識
者
等
意
見
聴
取 

本章では、魚がのぼりやすい川づくりにおける留意点と主な実施例をとりまとめた。 

なお、魚の移動阻害要因として問題視される場合が多い河川横断施設（堰、砂防堰堤、頭首

工等）について、その改善及び魚道の改築、新築について記述した。 

また、魚の生息環境を改善した事例（流量・流況改善、周辺域との連続性改善、生息環境改

善等）は第Ⅳ章にとりまとめた。 




